
永
二
年
内
役
に
は
級
一小

F

一
市
飢
利
伽
縦
・州
見
・縦
山
内
泊
椛
忠
度
・
行
同
日
・知
服
・総
リ・
縦
時
・勾
服
、
侍
大

却
で
峨
う
た
が
、
こ
の
仰
は
川町
目
指
が
あ
っ
た
と
も
川
山

-
将
は
川
町
佼
・
同
日
制
・
同日制
・剛山山川
・忠
光
・
知
的
・訳
家
・

へ
向
。
削
叫
惚
川
和
小
十
二
月
一
抗
弁
阪
市
上
約
し
、
日間関

一
日
出
・山品川股
・苓
凶
-
H
K
綱
・有
凶
即
時
で
、
見止ハ
十
ば
‘

氏
羽
廿
之
を
川町
利
伽
出
帆
刷
出
に
裂
し
、
投
手
二
年
版
M
M
越

一
時
品
川
己
削
の
現
制
か
ら
出
川
市
し
た
o
そ
の
越
前
に
入
つ

羽
的
活
が
川
町
利
伽
縦
・松
似
に
附
し
た
と
も
あ
る
。
た
の
は
、
王
山県
に

H
六
日
と
し
て
ゐ
る
。
此
の
時
総

天
川
十
二
年
佐
々
成
政
引
の
時
佐
々
一
小
左
衛
門
・川町
一
仲
は
先
鈴
を
設
し
て
間
凶
縫
e

械
に
抽
出
ら
し
め
、
加

々
村
中
町
水
に
H
M

世
守
ら
せ
、匁
年
一
一H
A
械
を
去
っ
た
。
引
の
林
六
郎
泥
川
-
h
光
三
郎
成
彼
等
之
に

m闘
し
て

こ
t
h

に
主
っ
て
俄
袋
内
政
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
防
い
だ
が
、
平
泉
寺
の
民
史
焔
明
の
平
沼
に
内
泌
す

後
前
川
利
家
は
近
縦
波
左
衛
門
・
M

川口川
山村一ニ
郎
・以
川

る
に
及
ん
で
一
胞
に
陥
釈
し
た
。
飢
唯
乃
ち
越
前
向
上

父
右
衛
門
-e小
野
川
郎
左
衛
門
中
-
む
い
た。

一
以
を
保
ち
‘
利
食
父
山
川
き
て
』一一候
川
町
に
滋
き
附
し
た

ク
リ
カ
-
7
h
F
ウ
ゲ
倶
利
伽
続
峠

滞
政
的
問、

が
、
M
T
M
m
は
之
を
間
出
う
て
林
お
明
の
子
今
城
寺
光
出
品

加
知
・越
中
の
続
供
利
伽
縦
山
を
越
え
る
峠
に
は
、

を
戦
死
せ
し
め
た
後
、
川
氏
畝
城
に
入
っ
て
兵
M
m
を
休

茶
町
凶
五
判
が
あ
b
、
長
祭
寺
の
不
動
立
が
そ
れ
に
め
、
出
月
一
一

Hm出品の
加
創
世
間
際
に
あ
る
を

一
蹴
L

近
か
っ
た
。
地
瓜
“
出
北
凶
下
泊
中
の
文
句
に
寸
前
坂

一
た
の

C
、
郎
抵
は
佐
見
・白
江
・成
A
円J

地
を
泊
ぎ
、安

結
え
て
川山
利
伽
掘
の
、
叫
に
だ
い
し
ゃ
う
ふ
ど
う
あ

-
宅
波
に
川
幅
削
押
し
た
o
日
時
中
川
甚
だ
多
〈
、
そ
の
先
制
問

。
。
」
と
部

3
て
ゐ
る
o

-
安
宅
に
謹

L
た
時
、
後
隊
は
向
小
限
・
縮
政
・
思
附
・

ヲ
リ
カ
ラ
ノ
章
、
ヵ
ヒ
倶
利
伽
皿
棋
の
戟

〈
一
〉

午
ザ臼
・熊
坂
-m世
相
・悶
継
母
に
限
的

L
、
利
仰
の
本

木
付
お
仰
の
鼎
此
(
|
安
徳
一
大
川
下
治
政
凶
作
九
H
A
木
材
H

隠
は
篠
阪
に
在
っ
た
o
凶
っ
て
加
れ
・越
中
の
共
は

義
仲
信
協
に
在
っ
て
、
以
仁
正
の
令
」討
を
お
じ
、
共

一
安
宅
に
集
っ
て
防
戦
し
た
が
、
平
山
町
俊
昭
守
泌
を
水
中

を
必
っ
た
。
謎
利
苅
年
六
月
M
T
宗
帰
結
後
の
入
城
資

一
に
治
め
て
攻
開
閉
し
た
o
玉
却
に

『
岬
同
州
去
三
日
官
軍

永
を
し
て
之
を
討
た
し
め
た
が
、
却
っ
て
筑
隙
川
に

攻
~人
加
れ
附
入
H
版
、同
方
多
z
死
似
・
4
4
H
-
』
と
い
」

織
ら
れ
、
孤
明
治
則
附
し
て
越
後
の
州
出
川
に
入
っ
た
。

一
の
は
是
一
じ
あ
ら
う
。
林
・出
限
・れ
光
等
衆
刊
持
政
す
ベ

加
れ
の
何

Mm・
柿
mt
一
政
之
を
聞
き
、
宍
市
そ
義
仲

か
ら
ざ
る
を
知
っ
て
安
宅
よ
ふ
り
揺
れ
、
局
加
賀
の
伎

に
拠
へ
て
之
そ
促
け
ん
と
中
込
み
、
民
仲
か
ら
伐
抑
制
人
引
誠
一一
郎
副
配
方
の
み
以
上
松
に
戦
う
て
命
を
孤
し

駒
を
附
っ
て
れ
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
入
月
H
抗
日
初

た

o
m
MaH
M
dR
氾
に
こ
の
際
山
部
二
郎
門
最
終
は
川
河
を

必
は
、
減
資
永
を
M
叫後
一寸
に
任
じ
て
却
に
能
仲
泊
対
似
つ
け
ら
れ
、
安
江
二
郎
椛
一仙
の
郎
況
の
来
っ
て
ゐ

そ
命
じ
、
H
六
日
年
泊
脱
・
即
日
終
容
に
終
止
(
と
し
て
た
も
の
そ
得
て
胎
た

L
た
と
あ
る
が
、
越
資
自
一
=
…州

赴
か
し
め
ら
れ
た
か
ら
、
池
山
町
等
九
月
九
臼
越
後
に

志
に
、
こ
の
家
総
が
保
刈
冗
年
に
死
ん
だ
人
で
あ
る

下
っ

て
合
戦
し
た
が
敗
れ
、
資
北
も
忽
に
病
ん
で
双
か
ら
、
海
訟
の
決
℃
あ
ら
う
と
い
ふ
の
は
、
従
ふ
べ

し
、
越
後
は
義
仲
の
抑
領
す
る
腕
と
な
っ
た
。

一
き
説
り
や
・ヲ
で
あ
る
。
飢
に
し
て
閉
山
曜
は
今
挺
(
泌
)
・

。一〉
干
軍
引
力
の
出
ド
l
是
に
於
い
て
平
氏
は
、
出
際
線
ハ
尖
川
Y
小
河
〈
小
川
)
・
問
品
川
円
相
川
y
h
μ
邸

永一一

4
凶
月
十
じ
H
そ
の
や
で
h
H
h
Z
問
中
げ
て
肱
同
に
向

÷
か
ら
大
野
に
川
崎
君
、
紙
同
叩
開
V

は
石
川
端
の
刊
刷
機
・
林

か
は
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
大
将
市
付
制
帰
・

の
mH

m
に
入
っ
て
備
校
京
間
に
報
じ
た
。
時
に
知
明

ク
リ

は
、
義
仲
の
兵
を
越
中
の
平
野
に
附
で
し
め
る
を
不

可
と
し、

越
後
の
は
凶
器
阪
の
隙
に
蹴
止
す
る
の
策
を

上
っ
た
の
で
、
統
府
間
は
之
を
容
れ
て
時間俊
に
先
崩
せ

し
め
た
。
是
に
於
い
て
同
町
俊
は
直
に
供
利
伽
m
m
山
を

越
え
‘
越
中
小
矢
部
川
を
護
っ

て
般
若
野
に
附
し
た

が
、
義
仲
の
将
今
井
然
平
も
飢
に
問
凶
に
入
っ
て
呉

服
山
に
附
し
て
ゐ
た
。

r
d
E
九
日
卯
の
剃
の
銚
邸
、

粂
平
先
づ
逃
ん
で
賊
俊
の
涯
を
裂
ひ
‘
勝
敗
符
易
に

決
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
米
，
刻
か
ら
年
世
不
利

に
陥
っ

て
、
日
波
小
矢
部
川
の
線
に
後
退

L
、
そ
の

死
を
括
れ
た
山
中
引
は
犯
に
加
賀
に
背
池

L
た。

会一〉
木
信
義
仲
の
進
軍
|
舵
に
し
て
義
仲
の
本
隊
も

泌
ん
で
越
中
六
動
寺
の
凶
府
に
お
し
、
附
併
大
夫
初

公
明
に
命
じ
、
政
肪
の
軒
阪
文
を
草

L
て
迩
か
に
之

を
白
山
被
到
に
献
ら
し
め
、
X
地
ん
で
般
若
山却
の
御

河
抑
に

-Fhυ
、
雄
総
を
凝
ら
し
て
平
恨
の
越
中
に
仰

で
ざ
る
に
先
だ
ち
.
供
利
伽
山
側
の
山
蹴
に
叫
す
る
を

符
っ
て
、
託
間
程
と
共
に
限
背
狭
間
市
す
る
の
鍛
を
党

て
た
。

之
に
射
す
る
平
抵
で
は
、
全
揺
を
こ
隊
に
分

か
ち
、
誠
子
の
大
府
軍
は
泊
同
町
之
に
泊
り
、
思阿川
・

門前
貯
金
以
下
三
泌
騎
、
宮
腰
〈
金
石
)
・徳
山
拙
(
不
明
〉
・大

野
・背
附
〈
梨
1
附〉
・
室
地

2
5・
日
角
見
〈
日
向〉
・出

生
ハ
白
地
U

を
経
て
能
殺
に
入
。
、
志
鮒
山
に
陣
L
.

追
手
の
大
持
叩
酬
は
総
山
間
・行
雌
・忠
度
之
に
討
。
、
応

相
開
会
元
同
・
日目綱
・範
高
等

七
施
騎
、
森
本
〈
森
下
〉
・

大
低
ハ
大
必
〉
・崎
凶
〈
才

m
Y井
家
・油開
術
多

(mmu・

荒
到
(
荒
屋
〉
・
閑
野
(七
野〉
・
竹
掃
を
総
て
川
町
利
伽

羅
に
向
か
っ
た
。
凶
に
い
ふ
。
平
将
知
度
は
保
併
問

把
に
、
同日
俊
は

一
代
裂
記
に
川
出
利
伽
縦
口
に
在
っ
た

と
す
る
が
、
源
平
同
盟
袋
記
で
は
二
入
品
川ハ
に
志
雄
ロ
に

も
供
利
伽
縦
ロ
に
も
そ
の
名
が
見
え
て
、
記
郁
支
雄

被剛山
L
て
ゐ
る
。

(
四
〉合抑制

l
義
仲
は
m
T
躍
の
相
川
報
を
得
て
、
五
月
十

一
日
間
耐
附
析
を
定
め
、
似
行
一
品
に
丘
二
出
世
分
か
っ
て

士山
雄
山
の
敵
宇
一部
制
せ
L
め
、
そ
の
他
は
純
〈
似
利

伽
艇
に
向
か
う
た
。
こ
の
方
耐
で
は
、
A
1

升
品
川
郡
a

が

帆
仏
永
の
日
宮
林
に
附
L
て
巾
央
縦
隊
の
前
街
司
令
円

と
な
り
、
明暗仙仰は
地
位
H
.に
あ
っ
て
総
司
令
官
と
な

b
、
耐
し
て
樋
口
栄
光
・縦
訓
小
漏
太
等
の
務
将
は

一

各
兵
を
分
か
っ
て
、
市
首
の
河
川
に
迂
問
L
た
如
く

で
あ
る
が
、
そ
の
兵
政
等
は
部
自
に
興
問
が
あ
っ
て

判
明
L
な
い
。
か
〈
て
平
沼
は
供
利
伽
縦
を
担
え

て
、
将
に
坂
的
影
郊
に
ド
ら
ん
と
し
た
に
、
内
朕
の

阪
に
日
怠
林
の
州

mmに
験
る
を
見
た
の
で
、
山
叫耐附

樹
容
易
に
般
の
攻
取
を
加

へ
る
こ
と
な
か
る
べ
き
を

思
ひ
、
仲
一阜
の
掠
岡山
に
鉛
径
の
快
砂
を
負
っ
た
が
、

夜
牢
孤
曜
の
使
療
に
命日
う
て
、

一
川
入

F
係
府
の
共

が
渓
谷
を
側
め
て
戦
死
し
た
と
狐
平
時
点
訳
犯
は
引聞
い

て
ゐ
る
。
こ
の
械
を
一
代
史
記
に
は
A
円
椛
自
=
米
一
馴
一

及
v

附
と
閉山
し
て
mu
の
こ
と
に
し
て
ゐ
る
。

〈
出
)
記
・ほ
の
川
端
却

l
川町
利
伽
縦
か
ら
敗
注
し
た
布
市

は
、
加
れ
の
小
山
内
押
な
る
岱
脱
・仙
町
民
以
に
知
っ
て
艇

を
上
げ
、
芯叫剛
川市
も
亦
浪
。
集
っ
た
。
芯
却
方
而
で

は
行
家
の
市
に
攻
判
明
作
一
加

へ
て
将
に
勝
た
う
と
し

た
の
で
あ
る
が
、
川町利
伽
抑
制
の
宅
力
が
敗
れ
た
か
ら

退
い
た
の
で
あ
っ
た
。

佐
良
川M
は
大
昨
日
出
間
前
枇
の
出

枇
地
で
、
包
艇
は
之
に
援
し
て
m
m
o
、
河
北
向
を
挑

ん
で
来
凶
剛
山
附
か
ら
退
却
し
た
川
出
兵
を
収
綜
す
る
に

最
も
好
泊
の
地
℃
あ
っ
た
o

m
取
は
之
を
な
抑
制
せ

ず
、
出
'昂
叫
却
の
木
市
林
に
怖
を
剛
山
っ
た
。
今
金
仰
の

凶
郊
日
・岳
山
町
榊
刷
の
附
近
で
あ
ら
う
。
次
い
で
一
1
H
A

什
五
日
給
仰
の
引
は
宮
脱
の
酬
を
剛
山
し
、
際
原
・今
授

を
刑
判
て
安
宅
や
保
っ
た
。

(六
〉
一
陶
叩
阜
の
兵
力
l
-」
の
服
役
に
於
け
る
耐
軍
の
兵

力
に
就
い
て
は
‘
主
誌
に
平
消
凶
瓜
前
酬
明
治
千
と
犯

し
て
ゐ
る
が
、
加
市
川
浪
記
あ
た
む
よ
0
も
郡
山
に

二
六
九


